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２．学術的背景および研究課題の導出
































行う」（小笠原, 2012 : 19）ことである。特に財務・管理会計、ファイナンスの分野で行わ
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経営学への興味 0 0 2 8 3
（出所）筆者作成





3 どちらでもない 4 多少変わった 5 とても変わった
大学の授業に対す
るイメージの変化
0 1 2 7 3
（出所）筆者作成
























3 どちらでもない 4 多少楽しめた 5 とても楽しめた
模擬授業の楽しさ 0 0 0 5 8
（出所）筆者作成
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その意味や本質は必ずしも周知されているとはいえません」（山田、佐藤, 2014 : 2）が挙げられる。
(2) 溝上(2015)はアクティブラーニングにおける 6つ目の特徴として、「認知プロセスの外化を伴うこ
と」を追加している。
(3) 後に同手法を用いて検索結果を確認した日時は 2017 年 10 月 20 日である。
(4) マシュマロチャレンジの詳細は第 3節で述べる。







Wujec, T. (2015) Marshmallow Challenge (https : //www.tomwujec.com/design-projects/
marshmallow-challenge/)（共に 2017 年 10 月 21 日閲覧）である。
(7) アンケートの原本はAppendix に掲載した通りである。なお、 後の質問項目である自由記述欄
は、「楽しかったです」という回答が 1件のみ存在した。




(9) Q 4 の回答で 1件のみ 5つ回答していた。したがって、回答結果から除外し、12 件の回答結果を掲
載した。なお、当該サンプルが回答した 5つの選択肢は以下の通りである。「a 共に力を合わせる













例―」『商経学叢』第 169 号、pp. 395-403.
杉山成、辻義人(2014) 「アクティブラーニングの学習効果に関する検証―グループワーク中心クラスと
講義中心クラスの比較による―」『小樽商科大学人文研究』第 127 巻、pp. 61-74.
田中敬幸、藤野真也(2015)「経営学におけるアクティブ・ラーニング―ビジネスゲームの教育効果の検
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